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サンゴ採卵器の改良

岩瀬 文人

　サンゴ卵塊の採集については、これまで主に

林が作製した塩化ビニル製の採卵器を用いて行

ってきました。この採卵器については、本誌Vol.4, 

No.2（2003.7）に詳しく掲載されていますが、透明

窓、逆流防止ファンネル、ねじ込み蓋、固定用

輪ゴムなどを備え、産出された卵塊のまま研究

室まで持ち帰ることができるスグレモノです（図１）。

　今年の採卵を担当するにあたり、まずこの採卵

器を試用してみたのですが、丈夫な水道用塩化

ビニルで作っているために重く、出っ張りが多い

ので運搬時に網袋などに入りにくく、一人で採卵

するには数個程度の採卵器を使うのが精一杯で

した。また、テーブル状のミドリイシにあわせて

開発されたため、塊状・枝状などのサンゴには

設置しにくく、これらの種類の採卵には不向きで

した。

　これまで本誌で報告してきたように、研究所では、

クシハダミドリイシとエンタクミドリイシについて、

卵を採取して水槽内で着生板に着生させ、移植・

放流が可能になる1年間の育成について、ほぼ

技術を確立することができました。そこで今年か

らは、スギノキミドリイシやエダミドリイシなど枝状

のミドリイシ類や、地味で目立たないけれど実は

生育量の多いキクメイシ科のサンゴなど、増殖対

象のサンゴの種類を増やしていこうと考えています。

そのため、軽くて持ち運びが楽な、枝状ミドリイ

シ類や被覆状・塊状のサンゴの採卵もできる採

卵器を考案し、試験することにしました。

　従来の採卵器には、①サンゴの群体に密着し、

ゴムで引っ張られているため、多少の波浪では

動かない、②透明窓があるため、採卵できたか

どうかが簡単に確認できる、③水中で密栓できる

ため、研究室まで卵塊の状態で運搬できる、等

の利点があり、これらの利点は損ないたくありま

せん。

　一方で、重い、突起物が多い、ねじ蓋が開閉

しにくい等の問題点もあり、これらの問題点から

改良することにしました。

　従来の採卵器は容量が1リットルほどあります。

1リットルの水の重量は約1kg、本体が約700gある

ので、採卵して中にいっぱい海水が入った状態

だと1個で1.7kgにもなります。本体の材質を見直し、

容量も500ml程度にして、採卵後の状態で1個600

～700g程度にできれば、10個の採卵器に採卵し

ても6～7kg、潜水後の疲れた体でSCUBAのフル

装備を背負っていても、運ぶのが嫌にならない

重量です。何か良い材質

はないかと思いながら、

ふと目にしたのが、採集

した生物をしばらく保存す

るときなどによく使われる

「透明塩ビ製広口Ｔ型瓶」

と呼ばれるプラスチックの

瓶です（図２）。　

　この瓶は本体が透明で、サイズは300mlから3リ

ットルまで各種取りそろっていて、口が広く、とに

かく軽い、蓋にはパッキンがついていて密栓でき

るなど、採卵器として使用するにはうってつけです。

　早速500mlの瓶を取り寄せ、採卵器として使い

やすいように加工しました。できあがったのが、

図３に示した新型採卵器です。

　ファンネルは、塩ビの薄板を外径10.3cm、内

径4.9cmの１ヶ所が切り離されたドーナッツ型に切

り抜き、丸めて瓶の肩にある窪みにはめ込んであ

ります。この新型採卵器は重量が50g程度ととて

も軽いので、採卵して海水が入った状態でも

600g以下にすることができました。

　この新型採卵器を使って7月17日及び18日に実

際の採卵を行うことができたので、そのときの様

子を記します（図４）。

　17日は塊状又は被覆状の群体を作るフカトゲ

キクメイシの採卵をしました。フカトゲキクメイシ

はミドリイシ類のようにゴムひもを引っかけること

ができる形をしていないので、針金で作ったフッ

クをゴムひもに取り付け、群体周辺の穴やすき間

などに引っかけて採卵器を固定しておいたところ、

10個設置した採卵器の内2個で採卵することがで

きました。

　18日はクシハダミドリイシの採卵をしました。ク

シハダミドリイシはこれまで最も多く採卵してきた

卓状のミドリイシです。11個設置した採卵器の内

8個で採卵することができ、密栓して海水が一杯

入った採卵器10個程度なら、一人で十分運ぶこ

とができるとわかりました。瓶の口径が小さくな

ったため、1個の採卵器あたりの採卵数は半分程

度に減りますが、多くの群体から採卵できること

によって、全体の採卵数は減らさないですみます。

この日はかなり波があったのですが、設置され

た採卵器は安定していて、はずれたり、波に揺

られてサンゴを傷つけたりすることはありませんで

した。また、本体・ファンネル共に透明塩ビでで

きているため、採卵器が設置されているサンゴ

の様子が、従来の採卵器よりもずっとよく観察で

きるようになりました。ただし採卵器が小さい上

に透明なので、暗い夜の海ではどこに設置した

のかわからなくなってしまう恐れがあります。そこ

で採卵器本体の中ほどに蛍光の反射テープを貼

り付けたところ、懐中電

灯の光をよく反射し、遠

くからでもすぐに見つけ

られるようになりました。

　最後に、枝状のサン

ゴに用いる採卵器です。

枝サンゴの多くは枝が

延び広がっていて立体

的な形をしている上にもろくて折れやすいため、

枝のすき間にうまくはまるような柔らかいカバー

で覆うようにして採卵する必要があります。うって

つけのものをホームセンターで見つけました。園

芸で育苗用に用いられる「苗帽子」です（図5）。

サイズは色々あるようですが、今回は直径30cm

のものを使い、先ほどの「透明塩ビ広口瓶」の

蓋に穴をあけて上部に取り付け、裾のあたりにお

もりとゴムひもを取り付けて採卵器を作ってみま

した（図６）。苗帽子は薄くて軟らかいPETででき

ているため、設置はうまくいったのですが、まだ

うまく産卵にあたりません。現在徳島県竹ヶ島と

研究所前で試験をしていますので、結果が楽し

みです。

図1．従来の採卵器と使用法
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図3. 塩ビ広口瓶を使った新型採卵器

図4. 新型採卵器の採卵状況

図5. 苗帽子 

図6. 枝サンゴ用採卵器

図2. 透明塩ビ広口瓶

カジメ植え付けによる「海の森作り」実験　中間報告

田中 幸記

　海藻が茂る藻場は、多くの海洋生物のすみか

や餌場、産卵場となり、水産的にも重要な意味

を持っています。しかし近年、藻場が著しく減少、

または消滅する「磯焼け」という現象が全国各

地で起こっており、大月町や宿毛市においても磯

焼けの進んだ海域が見られます。

　このような現状を受けて、昨年、地元の漁業

協同組合、市町の水産関係部署、研究機関、

民間の海洋土建会社などが集まり「海の森づくり

研究会」が作られました。この会では豊かな藻

場を取り戻すため、海藻に関する学習会や漁師

が山に木を植える活動、テングサの養殖などに

取り組んでいます。当研究所は専門的なアドバイ

ザーとしてこの会に参加し、移植実験などを担当

しています。

　この会では2006年春から大月町沿岸でカジメの

移植実験に取り組んでおり、移植したカジメが実

際に成長できるのか、また成長したカジメが卵を

放出することにより、カジメ群落が広がっていく

かなどを調べています。今回はこの実験の植え

付けから1ヵ月後までの途中結果について報告し

ます。

実験に使用したカジメについて

　カジメはコンブ科の多年生海藻で、藻場として

の機能を周年果たし、アワビ等の水産物の餌に

なります。高知県沿岸では1980年代までカジメ群

落が250ha以上見られましたが、1990年代に大き

く減少しました。現在は大方町と野根町沿岸に数

十haのみ見られます（平岡他  2005）。

　今回使用したカジメの苗は大方町のカジメ群

落から得られた受精卵を繊維付き樹脂プレートに

定着させたもので、（株）サカイオーベックスから

提供されました。この苗を大月町水産種苗センタ

ーが4ヶ月ほど生け簀の中で育て、藻体が約

25cmになったものを実験に用いました。

実験礁の構造と植え付けの方法

　今回の実験では海底に設置したコンクリート製

の実験礁を植え付け基盤として用いました。この

実験礁は（株）児玉組によって作製・設置されたも

ので、大きさは縦2m×横2m×高さ0.4m、上面に

クレモナロープを張ったステンレス製の枠（80×

80cm）を4組取り付けています。この枠は海藻を

食害するウニなどの影響を排除するため、コンク

リート上面から25cmほど離して取り付けてありま

す（図1-b）。苗の植え付けは、枠に張ったロープ

に苗が一株づつになるように切り分けた樹脂プレ

ートを結束バンドで直接固定するという方法で行

いました（図1-a）。また、過去に各地で行われた

海 藻 類 の 植 え 付

け実験では、移

植 し た 海 藻 が 藻

食性魚類によって

食害を受けたとい

う事例が報告され

ています。そこで、

今回は実験礁の半分を高さ1.3m、網目の大きさ

が4.5cmの網かごで覆い、大型の藻食性魚類が

入れないようにしました（図1-c）。このような実

験礁を大月町沿岸の環境の異なる2地点、外海

に面した「西泊」と、湾口部に位置する「古満目」

に各1基ずつ設置しました（図2）。なお、実験

礁を設置した水深は両実験地とも約7mです。

　実験礁へのカジメの植え付け作業は5月17日に図1．実験礁の構造
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　実験礁へのカジメの植え付け作業は5月17日に

行いました。植え付け時には

各株の全長（藻体の根元から

葉先までの長さ）を測定し、

平均全長がだいたいそろうよう

に調整して、網かごの内外に

それぞれ25株ずつ、1地点あた

り50株植え付けました。植え付

け作業から1日後（5/18）、4日

後（5/21）、15日後（6/1）、32日

後（6/18）に各実験地でのカジ

メの生残状況を観察し、32日後（6/18）には海

中で全長の計測も合わせて行い、伸長状況を調

べました。

魚類による食害と成長状況について

　網かご外に植えたカジメでは、15日後の調査

時に西泊で10株（全体の40％）、古満目で19株（全

体の76％）に食害が見られました。32日後には

西泊、古満目ともに網カゴ外の全ての株に食害

が認められ、このうち、西泊では1株、古満目で

は12株が、葉の部分が全てかじり取られ茎だけ

になっていました。実際に何かがカジメを食べて

いるところは確認していませんが、噛み痕の形状

や周辺の魚類相から、ブダイやアイゴなどの大型

の藻食性魚類による食害であると考えられました。

網かご外のカジメでは、植え付け32日後の全長

測定で両実験地共に平均全長の増加した株が認

められず、特に食害の影響が強かった古満目で

は平均全長が24.7cmから6.6cmへと大きく減少しま

した（表1）。一方、網かご内に植え付けたカジメ

では西泊、古満目共に、植え付けから32日後ま

で魚類による食害はまったく認められませんでし

た（図3）。西泊の一部の株で葉先が溶けている

ものが認められ、その原因は今のところよく分か

りませんが、32日後の全長測定で両実験地とも

平均全長に約5cmの伸長が認められ（表1）、全

体として順調に成長していると考えられました。

　このようにこれまでの観察から、今回移植した

カジメは、4.5cmの網目を通ることができない大

型の魚類によって食害を受けていて、網かごを

用いることで食害を防ぐことができ、順調な成長

が見られることがわかりました。今後も毎月の成

長量調査を継続すると共に、成熟状況の観察や、

実験礁上や周辺の岩上に新しくカジメの芽が確

認されるかどうか調査を継続していく予定です。
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図3. カジメの生残状況

表1．植え付けたカジメの全長測定結果

網かご外
24.7 24.1西泊

植え付け時 32日後
生残した株の平均全長(cm)

網かご内
西泊 24.7 29.0

24.4 29.7古満目

24.7 6.6古満目

図4．魚類の噛み痕
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窓、逆流防止ファンネル、ねじ込み蓋、固定用

輪ゴムなどを備え、産出された卵塊のまま研究

室まで持ち帰ることができるスグレモノです（図１）。

　今年の採卵を担当するにあたり、まずこの採卵

器を試用してみたのですが、丈夫な水道用塩化

ビニルで作っているために重く、出っ張りが多い

ので運搬時に網袋などに入りにくく、一人で採卵

するには数個程度の採卵器を使うのが精一杯で

した。また、テーブル状のミドリイシにあわせて

開発されたため、塊状・枝状などのサンゴには

設置しにくく、これらの種類の採卵には不向きで

した。

　これまで本誌で報告してきたように、研究所では、

クシハダミドリイシとエンタクミドリイシについて、

卵を採取して水槽内で着生板に着生させ、移植・

放流が可能になる1年間の育成について、ほぼ

技術を確立することができました。そこで今年か

らは、スギノキミドリイシやエダミドリイシなど枝状

のミドリイシ類や、地味で目立たないけれど実は

生育量の多いキクメイシ科のサンゴなど、増殖対

象のサンゴの種類を増やしていこうと考えています。

そのため、軽くて持ち運びが楽な、枝状ミドリイ

シ類や被覆状・塊状のサンゴの採卵もできる採

卵器を考案し、試験することにしました。

　従来の採卵器には、①サンゴの群体に密着し、

ゴムで引っ張られているため、多少の波浪では

動かない、②透明窓があるため、採卵できたか

どうかが簡単に確認できる、③水中で密栓できる

ため、研究室まで卵塊の状態で運搬できる、等

の利点があり、これらの利点は損ないたくありま

せん。

　一方で、重い、突起物が多い、ねじ蓋が開閉

しにくい等の問題点もあり、これらの問題点から

改良することにしました。

　従来の採卵器は容量が1リットルほどあります。

1リットルの水の重量は約1kg、本体が約700gある

ので、採卵して中にいっぱい海水が入った状態

だと1個で1.7kgにもなります。本体の材質を見直し、

容量も500ml程度にして、採卵後の状態で1個600

～700g程度にできれば、10個の採卵器に採卵し

ても6～7kg、潜水後の疲れた体でSCUBAのフル

装備を背負っていても、運ぶのが嫌にならない

重量です。何か良い材質

はないかと思いながら、

ふと目にしたのが、採集

した生物をしばらく保存す

るときなどによく使われる

「透明塩ビ製広口Ｔ型瓶」

と呼ばれるプラスチックの

瓶です（図２）。　

　この瓶は本体が透明で、サイズは300mlから3リ

ットルまで各種取りそろっていて、口が広く、とに

かく軽い、蓋にはパッキンがついていて密栓でき

るなど、採卵器として使用するにはうってつけです。

　早速500mlの瓶を取り寄せ、採卵器として使い

やすいように加工しました。できあがったのが、

図３に示した新型採卵器です。

　ファンネルは、塩ビの薄板を外径10.3cm、内

径4.9cmの１ヶ所が切り離されたドーナッツ型に切

り抜き、丸めて瓶の肩にある窪みにはめ込んであ

ります。この新型採卵器は重量が50g程度ととて

も軽いので、採卵して海水が入った状態でも

600g以下にすることができました。

　この新型採卵器を使って7月17日及び18日に実

際の採卵を行うことができたので、そのときの様

子を記します（図４）。

　17日は塊状又は被覆状の群体を作るフカトゲ

キクメイシの採卵をしました。フカトゲキクメイシ

はミドリイシ類のようにゴムひもを引っかけること

ができる形をしていないので、針金で作ったフッ

クをゴムひもに取り付け、群体周辺の穴やすき間

などに引っかけて採卵器を固定しておいたところ、

10個設置した採卵器の内2個で採卵することがで

きました。

　18日はクシハダミドリイシの採卵をしました。ク

シハダミドリイシはこれまで最も多く採卵してきた

卓状のミドリイシです。11個設置した採卵器の内

8個で採卵することができ、密栓して海水が一杯

入った採卵器10個程度なら、一人で十分運ぶこ

とができるとわかりました。瓶の口径が小さくな

ったため、1個の採卵器あたりの採卵数は半分程

度に減りますが、多くの群体から採卵できること

によって、全体の採卵数は減らさないですみます。

この日はかなり波があったのですが、設置され

た採卵器は安定していて、はずれたり、波に揺

られてサンゴを傷つけたりすることはありませんで

した。また、本体・ファンネル共に透明塩ビでで

きているため、採卵器が設置されているサンゴ

の様子が、従来の採卵器よりもずっとよく観察で

きるようになりました。ただし採卵器が小さい上

に透明なので、暗い夜の海ではどこに設置した

のかわからなくなってしまう恐れがあります。そこ

で採卵器本体の中ほどに蛍光の反射テープを貼

り付けたところ、懐中電

灯の光をよく反射し、遠

くからでもすぐに見つけ

られるようになりました。

　最後に、枝状のサン

ゴに用いる採卵器です。

枝サンゴの多くは枝が

延び広がっていて立体

的な形をしている上にもろくて折れやすいため、

枝のすき間にうまくはまるような柔らかいカバー

で覆うようにして採卵する必要があります。うって

つけのものをホームセンターで見つけました。園

芸で育苗用に用いられる「苗帽子」です（図5）。

サイズは色々あるようですが、今回は直径30cm

のものを使い、先ほどの「透明塩ビ広口瓶」の

蓋に穴をあけて上部に取り付け、裾のあたりにお

もりとゴムひもを取り付けて採卵器を作ってみま

した（図６）。苗帽子は薄くて軟らかいPETででき

ているため、設置はうまくいったのですが、まだ

うまく産卵にあたりません。現在徳島県竹ヶ島と

研究所前で試験をしていますので、結果が楽し

みです。

図1．従来の採卵器と使用法
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図3. 塩ビ広口瓶を使った新型採卵器

図4. 新型採卵器の採卵状況

図5. 苗帽子 

図6. 枝サンゴ用採卵器
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カジメ植え付けによる「海の森作り」実験　中間報告

田中 幸記

　海藻が茂る藻場は、多くの海洋生物のすみか

や餌場、産卵場となり、水産的にも重要な意味

を持っています。しかし近年、藻場が著しく減少、

または消滅する「磯焼け」という現象が全国各

地で起こっており、大月町や宿毛市においても磯

焼けの進んだ海域が見られます。

　このような現状を受けて、昨年、地元の漁業

協同組合、市町の水産関係部署、研究機関、

民間の海洋土建会社などが集まり「海の森づくり

研究会」が作られました。この会では豊かな藻

場を取り戻すため、海藻に関する学習会や漁師

が山に木を植える活動、テングサの養殖などに

取り組んでいます。当研究所は専門的なアドバイ

ザーとしてこの会に参加し、移植実験などを担当

しています。

　この会では2006年春から大月町沿岸でカジメの

移植実験に取り組んでおり、移植したカジメが実

際に成長できるのか、また成長したカジメが卵を

放出することにより、カジメ群落が広がっていく

かなどを調べています。今回はこの実験の植え

付けから1ヵ月後までの途中結果について報告し

ます。

実験に使用したカジメについて

　カジメはコンブ科の多年生海藻で、藻場として

の機能を周年果たし、アワビ等の水産物の餌に

なります。高知県沿岸では1980年代までカジメ群

落が250ha以上見られましたが、1990年代に大き

く減少しました。現在は大方町と野根町沿岸に数

十haのみ見られます（平岡他  2005）。

　今回使用したカジメの苗は大方町のカジメ群

落から得られた受精卵を繊維付き樹脂プレートに

定着させたもので、（株）サカイオーベックスから

提供されました。この苗を大月町水産種苗センタ

ーが4ヶ月ほど生け簀の中で育て、藻体が約

25cmになったものを実験に用いました。

実験礁の構造と植え付けの方法

　今回の実験では海底に設置したコンクリート製

の実験礁を植え付け基盤として用いました。この

実験礁は（株）児玉組によって作製・設置されたも

ので、大きさは縦2m×横2m×高さ0.4m、上面に

クレモナロープを張ったステンレス製の枠（80×

80cm）を4組取り付けています。この枠は海藻を

食害するウニなどの影響を排除するため、コンク

リート上面から25cmほど離して取り付けてありま

す（図1-b）。苗の植え付けは、枠に張ったロープ

に苗が一株づつになるように切り分けた樹脂プレ

ートを結束バンドで直接固定するという方法で行

いました（図1-a）。また、過去に各地で行われた

海 藻 類 の 植 え 付

け実験では、移

植 し た 海 藻 が 藻

食性魚類によって

食害を受けたとい

う事例が報告され

ています。そこで、

今回は実験礁の半分を高さ1.3m、網目の大きさ

が4.5cmの網かごで覆い、大型の藻食性魚類が

入れないようにしました（図1-c）。このような実

験礁を大月町沿岸の環境の異なる2地点、外海

に面した「西泊」と、湾口部に位置する「古満目」

に各1基ずつ設置しました（図2）。なお、実験

礁を設置した水深は両実験地とも約7mです。

　実験礁へのカジメの植え付け作業は5月17日に図1．実験礁の構造
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